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調査チームの調査結果報告書の受領に関するお知らせ 

 

 当社は、2022年５月24日付「当社連結子会社の不適切な会計処理に係る調査に関するお知ら

せ」に記載のとおり、当社連結子会社における不適切な会計処理の疑義（以下、「本件疑義」

といいます。）につきまして、弁護士、公認会計士などの外部専門家を加えた調査チームを設

置し、調査を行ってまいりました（以下、「当調査」といいます。）。当調査につきまして、

昨日、調査チームより「調査報告書」を受領しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．調査チームの調査結果について 

 本件疑義に関する調査結果につきましては、添付の「調査報告書(要旨版)」をご覧くださ

い。なお、当該報告書(要旨版)につきましては、プライバシー及び機密情報保護等の観点か

ら、個人名等につきましては、部分的な非開示処置を施しております。 

 

２．連結業績への影響について 

 当社連結業績への影響は以下のとおりです。 

・当社連結子会社の未払金および未払費用の過大計上（2022年3月末時点で約569百万円）     

・当社連結子会社の広告宣伝費等の不適切な支払い （2022年3月末時点で約212百万円） 

結果、当調査により判明した不適切な会計処理は、2022年５月24日付「当社連結子会社の 

不適切な会計処理に係る調査に関するお知らせ」に記載の金額より約50百万円増加の合計 

約781百万円（2022年3月末時点）となりました。 

なお、これら不適切な会計処理による当社連結業績への影響は限定的であるため、過年度 

の決算の訂正は行わず、今年度(2023年3月期)第１四半期にて、処理することといたします。 

なお、現時点では税金等調整前四半期純利益が781百万円増加する見込みです。 

 

３．今後の対応について 

 当社は、調査チームによる調査結果を真摯に受け止め、具体的な再発防止策を策定・実行

してまいります。 

なお、再発防止策の具体的な内容については、決定次第、改めてお知らせいたします。 

 

この度は、株主・投資家の皆様をはじめ、関係者の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおか

けしましたこと、深くお詫び申し上げます。 

以上 

この件に関するお問い合わせ先 
大東建託（株）経営企画室 

塩見、吉田 
03（6718）9068






















